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平成 29 年度健康科学大学入学試験 

小論文試験問題（自己推薦Ⅱ期・AO） 

 

次の文章と３つの図から、あとの問いについて別紙解答用紙に記述しなさい。 

 

 我が国の年間の出生数は、第 1 次ベビーブーム期には約 270 万人、第 2 次ベビーブーム

期には約 210 万人であったが、1975（昭和 50）年に 200 万人を割り込み、それ以降、毎年

減少し続けた。1984（昭和 59）年には 150 万人を割り込み、1991（平成 3）年以降は①ぞ

うかと減少を繰り返しながら、②ゆるやかな減少傾向となっている。 

2013（平成 25）年の出生数は、102 万 9,816 人であり、前年の 103 万 7,231 人より 7,415

人減少した。 

合計特殊出生率＊をみると（図 1 赤線）、1950（昭和 25）年以降急激に低下した。そ

の後、第 2 次ベビーブーム期を含め、ほぼ 2.1 台で推移していたが、1975 年に 2.0 を下回

ってから再び低下傾向となった。1989（昭和 64、平成元）年にはそれまで最低であった

1966（昭和 41）年（丙午：ひのえうま）の数値を下回る 1.57 を記録し、さらに、2005（平

成 17）年には過去最低である 1.26 まで落ち込んだ。 

  図 1 出生数及び合計特殊出生率の年次推移 

 （出典）内閣府ホームページ 第 1-1-1 図 より一部改変し図を作成 

http://www8.cao.go.jp/shoushi/shoushika/whitepaper/measures/w-2015/27webgaiyoh/html/gb1_s1-1.html 

＊人口統計上の指標で、一人の女性が一生に産む子供の平均数を示す。 

2010（平成 22）年の総務省「国勢調査」によると、25～39 歳の未婚率は男女ともに引



き続き③じょうしょうしている。男性では、25～29 歳で 71.8％、30～34 歳で 47.3％、35

歳～39歳で 35.6％、女性では、25～29 歳で 60.3％、30～34 歳で 34.5％、35～39 歳で 23.1％

となっている（図 2）。 

 

図 2 年齢別未婚率の推移 

（出典）内閣府ホームページ 第 1-1-5 図、第 1-1-4 図より一部改変し図を作成 

 

図 3 妻の年齢別にみた、理想の子供数を持たない理由 

（出典）内閣府ホームページ 第 1-1-10 図より一部改変し図を作成 

 



問 1. 本文中の下線部①～③のひらがなを漢字にしなさい。 

 

①ぞうか （          ） 

②ゆるやか   （          ） 

③じょうしょう  （          ） 

 

 

問 2. 図 2 は年齢別未婚率の推移を示している。1980 年と 2010 年を比較し、図 2 から何がわか

るか、100 字以内に説明しなさい。 

 

 

問 3．図 1 における出生率の低下によって起こり得る問題について説明し、図 2、図 3 を参考に

その改善策についてあなたの考えを 500 字以内で述べなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



平成 29 年度健康科学大学入学試験 

 小論文解答用紙（自己推薦Ⅱ期・AO） 

 

受験番号               氏名             

 

問 1. 本文中の下線部①～③のひらがなを漢字にしなさい。 

 

①ぞうか  （          ） 

②ゆるやか   （          ） 

③じょうしょう  （          ） 

 

 

問 2. 図 2 は年齢別未婚率の推移を示している。1980 年と 2010 年を比較し、図 2 から何がわか

るか、100 字以内に説明しなさい。 

 

横書きで記入しなさい。                      （横 20 字×縦 5 行） 

                    

                    

                    

                    

                    

 

 

 

 

 

 

 

 



問 3．図 1 における出生率の低下によって起こり得る問題について説明し、図 2、図 3 を参考に

その改善策についてあなたの考えを 500 字以内で述べなさい。 

 

横書きで記入しなさい。                     （横 20 字×縦 25 行） 

 

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    



解答例 

 

問 1. 本文中の下線部①～③のひらがなを漢字にしなさい。（配点 15 点 5 点×3） 

 

①ぞうか  （ 増加       ） 

②ゆるやか   （ 緩やか      ） 

③じょうしょう  （ 上昇       ） 

 

問 2. 図 2 は年齢別未婚率の推移を示している。1980 年と 2010 年を比較し、図 2 から何がわか

るか、100 字以内に説明しなさい。（配点 15 点 5 点×3） 

横書きで記入しなさい。                      （横 20 字×縦 5 行） 

                    

                    

                    

                    

                    

 

採点基準  ・キーワード（①性別 ②年齢 ③比率 に関する事。 

「例えば、30 代は男女共に特に 1980 年より 2010 年の方が 4倍以上未婚率は高い。等」 

15 点：キーワードが 3 つ以上含まれている。  

10 点：キーワードが 2 つ以上含まれている。 

5 点：キーワードが 1 つ以上含まれている。 

 

問 3．図 1 における出生率の低下によって起こり得る問題について説明し、図 2、図 3 を参考に

その改善策についてあなたの考えを 500 字以内で述べなさい。 

・出生率の低下によって起こり得る問題についての説明 配点（20 点） 

  説明出来、文章構成が適切        20 点 

  説明しているが、文章構成が不適切  10 点 

説明なし              0 点 

 

 



・図 2（未婚率が上昇している）を用いて、改善策を展開 （20 点） 

  図 2 から自分の意見への展開が適切で、改善策が示されている 20 点 

  図 2 から自分の意見への展開が適切だが、具体的な改善策は示されていない 10 点 

  説明なし                          0 点 

  

・図 3 を用いて、改善策を展開 （20 点） 

  図 3 から自分の意見への展開が適切で、改善策が示されている 20 点 

  図 3 から自分の意見への展開が適切だが、改善策は示されていない 10 点 

  説明なし                          0 点                

 

・文章内容（10 点） 

  ・400 字以上 500 字以内 10 点  300 字以上 400 字未満 5 点 

   300 字未満      0 点 

  ・誤字、脱字および不適切表現 

   4 箇所以上 －10 点   2～3 箇所  －5 点  1 個以下 0 点 

 


